
今後の対応

① ＣＡＮからのデータ取得の実現可能性・手
法、実現可能時期

・ ＣＡＮからデータ取得している事例
把握及び海外での取り組みの把握

・
ＯＢＤポートは整備専用であり、走行
中に接続していることを想定していな
いため、専用ポートを新たに設置する
可能性について（例：ＦＭＳスタン
ダード）

・

・ 自動車メーカー、機器メーカー及び
行政等関係者において検討

・ 専用ポートを新たに設置する可能性に
ついて（例：ＦＭＳスタンダード）

・ ｒＦＭＳについて検討

・ ＣＡＮから取得可能なデータとＦＭＳ
スタンダードで公開されているデータ
の差について

・ データ精度（桁数や取得頻度）が異
なる。（ＦＭＳスタンダードはＣＡ
Ｎデータの一部に過ぎない。）

・
・ ＦＭＳの全項目が必要か否か検討の
余地あり。

・ 今後の市場ニーズを見据えて検討す
る必要がある。

・
ＣＡＮ化されていないデジタル式運
行記録計のデータ（例：運転手の状
態）が必要か。

① 運行記録計の目的の明確化 ・ 事業者及び関係機関等へのヒアリン
グを行い、デジタル式運行記録計の
役割の整理

② 法定3要素（速度、時間、距離）以外のデー
タの基準化・標準化

・ 事業者の要望、機器の品質及びコス
ト等への影響を踏まえつつ、機器
メーカー及び行政関係者において検
討

・ ＣＡＮからのデータ取得により、より
効果的な運行管理、データ精度、取付
費の削減について

③ 技術基準及び試験方法等の見直し ・ 海外事例等を踏まえ、技術基準及び
試験内容等の見直しを検討

・ 技術基準等の見直しについて ・
技術基準、試験方法については、運
行管理に用いるデジタル式運行記録
計の目的及びニーズ並びに保安基準
で設置が義務づけられている運行記
録計との関係も踏まえ、今後検討し
たい。

① 活用方策の提案 ・ 運行管理や健康診断、休息期間中の
ヘルスケアデータなどを運転者ごと
一元管理することで、健康予測や運
転者教育等更なる安全指導の提案

・ 事業者や安全運行サポーター協議会
等から活用方策について意見収集

① 一元管理の効果を提示

② 個人情報の扱い

※検討課題３、４、５については、検討会、勉強会の検討状況により判断。

　検討課題に対する状況報告

・

ヒアリング結果

検討課題１：車両走行データの取得方法

検討課題６：一元管理すべき情報（個々の事業者内）

検討課題２：運行記録計の要件

検討課題７：一元管理の方法（事業者間での情報の集約化・利活用）

検討方法【第２回提示】検討事項 検討内容

ＯＢＤポートからのＣＡＮデータの取得については、保安基準において禁
止する規定はないが、自動車メーカーから安全上の懸念が指摘されている
ことを踏まえれば、これを推奨することはできない。

事業者、機器メーカー、安全運行サ
ポーター協議会及びＩＴ関係企業等
から効果及び個人情報の扱いについ
て意見収集

ＦＭＳスタンダードで決められたデー
タ以外に必要なデータ、ＦＭＳスタン
ダードで不必要なデータについて

資料 ２

「次世代運行管理についての

勉強会（仮称）」設置

安全運行サポーター協議会や

先進的な取り組みを

実施している事業者との連携

資料２－１，

資料２－２

資料２－３



次世代運行管理・支援システムの検討課題

運 転 者

【検討課題１】

車両走行データの取得方法等について、技術開発の状況
やコスト面やセキュリティを視野に入れつつ、最適な方法
を検討。
①速度パルス等を専用配線から分岐して取得（現行)
②速度パルス等を専用ポートより取得
③車載CANデータより取得（ＯＢＤポート、専用ポート、
カーナビ等）
④ＧＰＳによる速度データの取得（スマホ 等）

Ａ事業者
運行管理者

【検討課題２】

・運行記録計の本来の目的を明確化し、既存の技術基準を必要に応
じて見直す。

・法定３要素の他、安全運転指導や省エネ運転促進、その他サービス
への活用及びコスト面や備えるべき要件を踏まえ、取得すべき車両
データを検討。
①法定３要素（速度、時間、距離）（現行）
②安全運転指導（急ブレーキ・急発進、急ハンドル等のデータ等）
③省エネ運転促進（燃料消費量、距離）

【検討課題３】
運行記録計と連携すべき機器及びその連携方法を検討。
①ドライブレコーダー
②各種ヘルスケア機器
③バスジャック時等の緊急対策装置（車両位置情報含む）
④ＥＴＣ

Ｂ事業者
運行管理者

【検討課題６】
運行に係る情報の一元管理すべき情報の検討。
①車両走行データ
②運転者等の運行時挙動、労働時間、ＩＴ点呼データ
③運転者の健康診断、適性診断のデータ
④車両の点検整備情報

【検討課題４】

車両走行データ及び運転者等の運行時挙動データの出力
形式の標準化を検討。

【検討課題５】

運行記録計等のデータの送信方法や送信頻度について、
実用性及びコスト面を踏まえ、事業者規模に応じ検討。
①携帯回線 or WIFI →事務所
②携帯回線 or WIFI→クラウド（経由）→事務所
③ＳＤカード

連 携

●ＳＤカードによるデータ転送

車両走行データの取得

●クラウド通信
・イベント発生時の双方向通信

【検討課題７】
一元管理の方法を検討
①各社クラウドサーバーのプラットフォーム化

②各メーカー毎のクラウドサービス＋営業所における共通
ソフトでの解析

中継輸送等に係る情報共有

車 両

他サービスの活用
・ヒヤリハットマップの作成
・保険サービス
・車両メンテナンス 等

車載器以外からの情報

車載器 次世代運行記録計

クラウドサービス


